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ネバダ大学

マゲｰ鉱山学部の歴史

許良基ユ〕

1.はじめに

アメリカ合州国の総合大学に鉱山学部はきわめて少な

いが,ネバダ大学はその稿た例のひとつである.リノ

(Reno)市の北部丘陵地にあるネバダ大学リノ校は,10

の学部に教官694人,学部学生8,200人,大学院生2,800

人をもつ米国では中観模の州立大学である(第1図).リ

ノ校は,州南部のラスベガス(LasVegas)校や砂漠研究

所および4つのCommunityCo11ege(注1)と共に州

の大学評議会に所属している.このリノ校にあるマゲｰ

鉱山学部(MackaySchoo1ofMines)は,ネバダ大学の

中でも最も歴史が古く,大学の設立は鉱山学部から始ま

ったと言ってよい.創立以来80年余りの問,数多くの鉱

山技術者を輩出し,現在この学都は米国だげでたく世界

でも指折りの鉱山学部のひとつとたっている(注2).ま

た,数年前から米国最大の金生産地にたったネバダ州の
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第1図ネバダ大学リノ校区の見取図｡
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写真1ComstockLode金銀鉱山で発展したVirginiaCity.鉱山は坑道採掘､

鉱業界および地質学界にとって,マゲｰ鉱山学部の役割

はますます重要にたっている.このような情勢を背景

に,学部の設備も近年いっそう充実し,最近制定された

｢歴史文物保存条例｣に基づいて,古い建造物の大規模

た補修工事が現在進められている.

筆者は,このマゲｰ鉱山学部で教育と研究に携わって

22年になる.日本からの訪間者を迎える事も稀ではたい

が,本学部の歴史は日本には余り知られていたいように

思われる.そこで,本稿ではこの学部の歴史を簡単に紹

介してみたい.

2.マゲｰ鉱山学部の創立

聴して,彼に化学分析と採鉱技術の教育を担当させる事

にした､

1886年,大学は当時人口が集中していたリノに移され

た.リノは当時全盛期にあった合州国最大の金銀山Co血一

stOckLode(写真1)の西北約30kmにある.1888年

には,いわゆる“Schoo1ofMechanicArtsandMines''

が大学の一学部として正式に発足した.1895年,州議会

は同学部にNevadaMiningAna1ytica1Laboratory

(NMAL)を設置し,鉱床探査を促進するため,化学分析

と鉱物鑑定を無料で市民に提供した.NMALの人員構

成は学部と重複しており,同じ主任を置き同じ建物で事

1864年10月31日ネバダ州法が制定された時,農業･機

械技術と採鉱方面の教育を行なう州立大学の設立が要請

された.これより2年前,合州国国会で制定されたMor-

ri11法令には,アメリカ西部に新設Lた各州に公有土地

を授与し,そこに農業と機械技術を教授する大学を設立

すべきだという項目があった､ネバダ州に対しては特別

に,鉱業と採鉱技術の教授という項目が追加されていた.

ところが,1874年に州東部のE肚｡に初めて設立された

州立大学にはこの法令に対応する採鉱学部はまだ無く,

州はこの州立大学で採鉱学の教育を実施するか,さもた

げれほ合州国政府から供与された土地について1工一カ

ｰにつき1.25ドルの賠償を支払わたげれぼならなくたっ

た.そこで州立大学の評議会は1882年に,当時ドイツの

Freiberg大学を卒業したばかりのJ.E,Gignouxを招

写真2Morri11Ha11正面､1895年に設立されたNevadaMining

Ana1ytica1Laboratoryがあった.今では大学のシンボル

となっている.写真提供:佐藤興平氏
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写真31908年に建設LたばかりのMSM館と銅像･この時植えた樹木は写真4に見られる巨大さになっている･

写真4Morri11Ha11背後の矩形の広場の彼方にMSM館と

JohnW.Mackayの銅像がある.この広場は毎年5月

の修業式場として使われている.

務を取り教育を行った.NMALの建物はMorri11Ha11

と呼ばれ,今では大学の象徴とたっている(写真2).

1906年,ネバダの鉱山学教育に大転換のキッカゲカミ

起こった.ComstockLodeで百万長者にたったJohn

W.Mackayの妻子が,亡きJohnの記念に,地質･

採鉱･冶金学教育の諸設備を彼の銅像と共に大学に寄贈

する事にしたのである.妻子は,南ダコタ州のMount

Rushmoreにアメリカ四大統領の巨大た石像をつくった

有名た彫刻家GutzonBorg1umに銅像の作成を,銅像の

背後に建てられる地質･採鉱･冶金だとの諸学科と実験

室を収容する建物の設計を当時有名た建築家Stanford

1992年3月号

写真5JohnW.Mackayの銅像･像の左は佐藤氏･右は筆

者･背景はMSM館･

Whiteに依頼した.これらは1908年完成し,6月10日

大学の終業式にMackay一族より大学に寄贈された

(写真3).当目州知事は全州に休暇を与え,合州国西部�
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の有名た大学も休暇をとって,この盛大た贈呈式に参加

できるように配慮したという.このようにLていわゆる

MackaySchoo1ofMines(MSM)が誕生Lた.Ma-

ckay一族は,鉱山学発展のためその後もさらに科学館

や体育館だとの建物を大学に寄贈し,ネバダの鉱山学教

育の拡充･発展を自家の誇りとした.上記の銅像と建物

(写真4,5)は,矩形の広場を隔ててMorri11Ha11と相向

い,MSMの象徴とたっている.

始めに述べたr歴史文物保存条例｣により,800万ド

ルもかかる補修工事がこのMSMで現在進められてい

る.今年(1992)この工事が完成すれほ,当時コロンビ

ア大学のPeabodyMineralsMuseumをモデルにして
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第2図ネバダ州の金銀鉱山分布図.

1.カｰリソ型(炭酸塩岩中),2.カｰリソ型(炭酸塩岩以外の堆積

岩中),3.火山岩中に胚胎,4･温泉型.

名前を付けたものは古くから有名た大規模鉱山･

写真6マゲｰ鉱山博物館内部(約10年前の状況)｡

建設されたMackayMiningMeseumも,

もとのコロンビア大学の博物館が既に存在

したい現在,当時を物語る唯一の歴史文物

としていっそう重要た役割を果たすことに

たろう.このマゲｰ鉱山博物館には,当時

の採鉱用具のほか世界各地の鉱物･岩石･

化石の標本やComstockLodいTonopah-

Divide･Go1曲e1dだとネバダ州内の有名

た鉱山(第2図参照)の鉱石標本が収容･展

示されている(写真6).また,当面大学の

総図書館に寄居しているMinesLibraryも

ここに戻り,立派た閲覧室と書籍･地図等

の刊行物を収蔵する広大た書庫が増設され

ることにたっている.

3.Ne珊曲腕㈹舳｡童M三蝸sの設立

1929年には,NevadaBureauofMines

(NBM;ネバダ州鉱山局)がマゲｰ鉱山学部

の一新機構として設立され,ネバダ州の地

質調査所としての機能を発揮して,州民に

正確た地質･鉱物資源の情報を提供するよ

うにたった.その目的を達成するため,直

ちにNBMBu11etinの発行が開始された.

NevadaBureauofMinesは,1971年

に地質を強調するためNevadaBureauof

MinesandGeo1ogy(NBMG;ネバダ州鉱

地質ニュｰス451号�
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山地質局)と改名された.1895年に設置されたNevada

MiningAna1ytica1Laboratory(NMAL)は1985年に廃

止され,その人員と研究施設はNBMGに吸収された.

NBMGは,現在20名近くの研究者と年間予算約200万ド

ルの規模をもつ州地質調査所として,Bu11etin･Report

･SpeciaIPub1ication.Open-FineReportなどのほか

に,地質図･地形図･都市環境図･公害図などを印刷･

発行するとともに,それらの国内外各地との交換および

販売を行っている(注3).

4.マゲｰ鉱山学部の拡充

MackaySchoo1ofMines(MSM)は,1908年設立

当初は独立した学部でたく工学部に所属していた.ただ

し,MSMの主任は大学学長の直属で,工学部長の配下

ではなかった.その後40年近くの間MSMは次第に拡

大･発展し,1951年には工学部から分離して名実共に一

つの独立した学部となった.初代の学部長はVernonE.

Scheidで,NMALとNBMの主任をも兼ねていた.

当時すでに冶金工学･採鉱工学｡地質工学と地質一地理学

の学士号が授与されていたが,JohnsHopkings大学の

地質学博士であったScheidは,更にこの学部の拡充･

近代化に努め,大学院教育課程を築き上げた.その結果

1964年には,大学で初めての博士課程の学位が地質学教

室より授与された.

この問,教授･研究員･学生の増加,機器や施設の導

入に伴って,それまで余裕のあった建物も狭くなってき

た.1963年には,新築の工鉱学館ScrughamEngineer-

ing-Mines(SEM)の一翼(写真7)にNMALとNBM

が移され,数年後設立されたSeismologica1Laboratory

(SL)もこの一翼に研究室と実験室を置いた.こうして

マゲｰ鉱山学部の旧館は教育専用となり,そこに地質一

地理学,化学一冶金工学,採鉱工学の三学科に図書館と

博物館が集中された.地理学はその後分離して現在は文

理学部に所属している.

1977年には,新館Laxa1tMinera1EngineeringCen-

ter(LME)の建築予算680万ドルが州議会により認め

られた.しかしこの中には,館内の機器･設備の費用は

含まれておらず,新館建設へ向げて大々的た資金募集運

動が展開された.その結果,W.M.KeckFomdation,

�������瑩潮�敷浯���湧����攀

Go1dMining,PinsonnMiningだとの基金や鉱山会社,

更には個人から合計400万ドル近くの寄付金カミ集まり,

1983年にLME(写真8)が落成した時に,かたりの新設

備を導入することが出来た.その後も,Nationa1Stra･

tegicMinera1sDefenseFmdからの1,500万ドルの補

助金が国会で認められ,州政府の補助金･鉱山会社や個

人の寄付金も合わせて総額3,200万ドルの資金カミ集まり,

80,000平方フィｰトの研究新館Laxa1tMinera1Re-

searchCenter(LMR)(写真9)が1989年に完成した.

この資金は,MSM旧館の補修費にも当てられた.こう

してマゲｰ鉱山学部は旧館とScrugham工鉱学館の一

翼およびLME新館に加えLMR新館を合わせて4つ

の教育研究館を擁する春とたった.1989年に学部長とし

て着任したRichardA.Bradtは材料科学の専門家で,

更に学部の現代化を図り1990年にはComputerScience

学科を新設した(注4).

現在マゲｰ鉱山学部は,Geo1ogica1Science,Chemica1

&Meta11urgica1Engineering,MiningEngineeringお

よびComputerScienceの4学科をもち,地質学･地

質工学･採鉱工学･冶金工学･化学工学･計算機科学の

写真7ScrughamEngineerin斯Mines(SEM)工鉱学館の

一翼(左側)･現在NevadaBureauofMinesand

Geo1ogyの研究室･実験室･資料室などがある.

1992年3月号

写真81窮3年に落成しだしaxa1tMineraIEngineering

Center(LME館).�
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写真91989年に落成しだしaxa1tM1nera1ResearchCenter

(LMR館).この建物の3階と4階は直接北側のLME

館につながっている.

助か欠きた役割を果たしてきた.この点は日本の公立大

学には余り見られたい特徴かも知れたい.州の地質調査

所が大学に属するという点も日本とは異たる(注3).

筆者は,この学部に籍を置く者の一人として,その発

展を願うと共に,来る21世紀の鉱物資源の探査･開発お

よび利用のために,青少年少女の教育に引き続き微力を

尽くしたいと考えている.最後に,いろいろな資料を提

供して下さったTomLugaski氏,および本稿作成に当

たってお世話になった地質ニュｰス編集委員会副委員長

の佐藤興平氏にお礼申し上げる.

学士号,地質学･地質工学･地球化学･地球物理学･水

理と水理地質学･冶金工学･採鉱工学･計算機科学の修

士号および地質学･地球物理学･地球化学･水理地質学

･冶金工学の博士号の学位を授与している.教官と研究

員は合わせて85人(地質関係48人),学部の学生は250人

(地質関係60人),大学院の学生230人(地質関係110人)であ

る.学部内の研究機構としては,前出のNBMGとSL

のほかに,MackayMineralsResearchInstitute,Center

景���捴潮楣���敲景牓�慴敧楣��牡汳

剥��捨慮�漱楣祓�������偲散楯畳

�����������来漱�祐�杲���瑩��

潦�潴散�漱�����牡�硴牡捴楯��坡�攀

Reclamationがある.また,合州国地質調査所のFie1d

0価｡eとMinera1sInforrnationO茄｡eも学部内に駐在

しており,すぐ近くには合州国のBureauofMinesの

RenoResearchCenterがあり,お互いに密接た共同研

究を実施している.このように,リノ校付近は州と合州

国の地質関係各機関が集まったネバダ州の中心部とたっ

ているのである.

〔注〕

注1)CommunityCo11egeとは2年制の短期大学で,大学教

育の機会を逸した人や今後大学に入る準備をする人のための

教育機関.一般の大学にはない実用的あるいは技術的た教科

が中心.

注2)マゲｰ鉱山学部に類似Lたものに,Schoo1ofMinesand

�������癥�楴������副����敧�昀

�����牴�������癥�楴�晉���

�獣��漱�来潦�牴����牡�捩�捥�

Pennsy1vaniaStateUniversityなどがある.Colorado

Schoo1ofMinesは一つの大学で,いくつかの学都を持つ｡

これに似たものにNewMexicoInstituteofMiningand

�捨湯汯�����歯���漱潦����

�捨湯���潮����敧��楮敲������

Techno1ogyたどがあり,いずれもSchoo1ofMinesより

出発して一つの大学に成長Lたものである.

注3)米扇の州地質調査所は各州にある.ただし,名称は統一

しておらず,その所属も州ごとに異なる･例えば,IdahoGeo-

1ogica1Surv?yはUniversityofIdahoに,Montana

BureauofMinesandGeo1ogyはMontanaCo11egeof

Minera1ScienceandTechno1ogyに,NewMexic0

BureauofMinesandMinera1ResourcesはNewMexico

InstituteofMiningandTechno1ogyだと大学に所属する

が,Ca1ifomiaDivisionofMinesandGeo1ogy,Co1orado

Geologica1Survey,UtahGeologica1Surveyなどは直接

州の行政機構に属する｡

注4)本稿執筆後まもなくBradt氏は学部長を辞して研究生活

に戻り,化学工学のDr.J.LIHendrixが学部長代理に就任

L,現在正式学部長を選考中である.

5.あとがき

以上紹介Lたように,MackaySchoo1ofMinesは

アメリカ合州国西部の資源開発と共に発展してきた鉱山

学部である.南北戦争の時代に開発されたComstock

Load鉱山が,鉱山所有者マゲｰ一族の寄付により,本

学部を生み出したと言う事もできる.その後の拡充発展

においても政府や州からの補助だけでたく民間からの援

HsULiangChi(1992):亘istoryoftheMackaySchool

潦�����敲��潦�癡���漬啓�

く受付:1991年6月18目〉

[編者註]本稿は編集委員会からの依頼により寄稿して

頂いたものである.原文は日本語.(佐藤)
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